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先端加速器の開発から社会実装まで

先導原子力研究所

加速器駆動型ＢＮＣＴシステムの開発新しい加速器技術の開発

マルチビームIH-RFQ線形加速器の開発

低エネルギーミュオン線形加速器の開発

センタープレート

サイドプレート

サイドプレート

3 体 構 造 RFQ 線 形 加 速 器 （ 特 許 第
5317062号）は、金属ブロックからRFQ
電極も含めて削り出した、サイドプ
レートとセンタープレートと呼ばれる3
つの部品を溶接やロウ付など使わず
にボルトだけで組み立てるものであり、
機械的精度と電力効率に優れており、
アライメント誤差などの影響を最小限
に抑えることが可能です。

運転周波数： 200MHz
加速粒子： q/A ≤ 1/2
入射エネルギー： 20 keV/u
出射エネルギー： 600 keV/u
加速空洞長： 2520 mm
加速空洞幅： 487 mm
加速空洞高： 407 mm
最小ボア半径： 2 mm
加速空洞材質： 無酸素銅

山形大学RFQ線形加速器

山形大学RFQ線形加速器の電極先端部の
モジュレーションの有無による電場分布の変化

重粒子線がん治療装置用次世代型入射器の開発（共同研究）
本共同研究では，山形大RFQ線形加速器を実験環境
の整っている先導原子力研究所に移設して高周波測
定をおこない，設計開発技術の高度化を図りました。
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